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日本百名山のひとつ「両神山」に 
ナショナルトラスト活動をＰＲする看板を設置しました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（公財）埼玉県生態系保護協会は、「水のトラストしよっ基金*」の取り組みの一環として、たい

せつな水とたくさんの生きものを育む両神山の森を守るため、山中に看板を設置しました。 

設置した場所は、2015 年 9月に（公社）日本ナショナル・トラスト協会と共同取得した、日本

百名山のひとつ「両神山」の山頂を含むトラスト地内（約 1,232ha／登記簿面積）および隣接地で、

計 3ヶ所です。 

これを機に、両神山を訪れるたくさんの方々に、美しい水源の森を将来世代に守りつなぐ「両神

山ナショナルトラスト」を知っていただき、活動へのご理解とご協力の輪が広がることを期待して

います。今後とも、ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。 

＊「水のトラストしよっ基金」は、秩父の美しい水源の森を取得して、将来世代に守りつなぐ活動です。 

◆両神山にお越しの際は、登山届の提出など事前準備、遭難を防ぐ装備、安全な登山に十分ご注意ください。 

弘法之井戸の横（両神山）

お問い合わせ（事務局） 

〒330-0802 

埼玉県さいたま市大宮区宮町 1-103-1 YK ビル 5F

【TEL】048-645-0570 ／ 【FAX】048-647-1500 



■看板の設置場所について 

 

山頂付近

弘法之井戸の横

会所

地図はカシミール 3D で作成（http://www.kashmir3d.com/） 



■看板の設置場所（山頂付近） 
山頂への最後の登りを前に、ほっとひと息つけるテーブル・ベンチ脇に設置しました。 

写真の生きものは、両神山に生息する「ニホンカモシカ」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■看板の設置場所（弘法之井戸の横） 
登山者の乾いたのどを潤してくれる命の水場、弘法之井戸の横に設置しました。 

写真の生きものは、両神山に生息し、ブッポーソーと鳴く「コノハズク」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■看板の設置場所（会所） 
いよいよ本格的な登山が始まる前の休憩場所、会所に設置しました。 

写真の生きものは、両神山に生息し、生態系の頂点に立つ猛禽類の「クマタカ」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


